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地震防災フロンティア研究センター
　地震防災フロンティア研究センター
は、「都市を地震災害から守る方法」
を研究することを目的としています。
このセンターは、1998年１月に兵庫県
三木市に開設されました。当初は理化
学研究所の研究システムの一環として
設立されましたが、2001年４月、防災
科学技術研究所の一組織として新たな
スタートを切りました。
　1995年に発生した阪神・淡路大震災
の衝撃は、「日本の地震防災対策は世
界一である」と考えていた多くの人々
の認識に疑問符をつきつけるものでし
た。それはまた、主として工学的な耐
震技術に頼っていた地震防災体制を、
物理的課題・社会的課題・情報的課題
を総合的に解決する仕組みに構築し直
すことが急務であることを示したと言
えます。本センターは、このような総
合的視野を持って防災研究を進める場
です。
　地震防災フロンティア研究センター
の中期目標は、
(1)地震災害過程の総合シミュレーショ
　ンに関する研究
(2)地震時危機管理のための情報システ
　ムに関する研究
(3)都市構造物の地震時破壊機構と都市
　の脆弱性評価に関する研究（物理的
　課題）
(4)地震防災方策に関する研究
の４項目を柱としています。これらの
研究を､災害過程シミュレーションチー
ム、災害情報システムチーム、破壊・
脆弱性評価チームの３チーム、および
「アジア･太平洋地域の地震･津波災害
軽減のための国際共同研究グループ」
を核として進めています。
（センター長　亀田弘行）
できる社会システム実現へ向かって、
研究を始めます。
（プロジェクトディレクター
　福囿輝旗）
　自然災害は、まれに発生する強い破
壊力を持つ自然現象が引き起こします。
長い時間の中で、地球規模の気候は変
化しますから、強い破壊力を持つ現象
が発生しやすい時代もあれば、穏やか
な時代もあります。これに加えて、近
年、人間活動の影響を受け気候が変化
することが分かってきました。現時点
ではまれと思われる異常気象が、将来
はまれではなくなるかもしれません。
そこで、社会を安全に保つために、人
間社会に大きな影響を及ぼす台風や少
雨の長期変動を調べ、その影響を評価
することを今後の５年間の目標として
研究を行います。
　将来における異常気象の変動は、大
気や海洋の運動、降雨現象などを数式
で表し（数値モデルといいます）、計
算によって予測する以外に方法があり
ません。私たちは今、このような数値
モデルを開発中ですが、すでに数値モ
デルが作り出したバーチャルな気候の
中で台風などの消長を観察できること
を確認しています。数値モデルをさら
に改良して、今後は、数値計算によっ
て、異常気象とそれがもたらす災害の
長期的な変動を明らかにします。
（プロジェクトディレクター
　米谷恒春）
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私たちが開発した数値モデルが作った台風。下から海面での気圧分布、高度それぞれ約3km､5.5km､7kmでの水蒸気の分
布状況。矢印で示したところに台風が生まれています。
